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―内容―
サディズム、マゾヒズム、フェティシズム、同性
愛や異性装などのセクシュアリティをもつ人々が
集った雑誌「奇譚クラブ」は、「その表紙に触れる
だけでも戦慄が走る一種危険な雑誌」「戦後の裏
文化の帝王」（木本至）などと語られ名前だけは
広く知られてきたが、雑誌の特色や内容に関する
本格的な研究がなされてこなかった。
本書では、「奇譚クラブ」を含めた1950年代の
戦後風俗雑誌7誌を全号通覧のうえ、類似雑誌
の系譜・模倣関係を検証、「奇譚クラブ」の史料
的特質とその重要性を浮き彫りにする。
吾妻新、沼正三、土路草一、古川裕子という4
人の「奇譚クラブ」作家／思想家に着目する。戦
後民主主義・近代化の潮流のなかで、サディス
ト・マゾヒストを自認した人々は、支配と暴力をめ
ぐる欲望について何を考え、どう語ったのか。「家
畜人ヤプー」「夜光島」などのポルノ小説やエロ
ティックな告白手記から、主体性、自立、同意、愛
をめぐる論点を取り出し、近代的な人間性をめぐ
る規範の限界をあぶり出す。


